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1. はじめに 

 日本海に停滞する前線に向かい，暖かく湿っ

た空気が流れ込み，広島県では大気の状態が非

常に不安定となっていた．2014 年 8 月 19 日夜か

ら 20 日明け方にかけて，広島市を中心に猛烈な

雨となり，広島市安佐南区から安佐北区にかけ

て集中豪雨が発生した．線状降水帯が形成され，

3 時間降水量が 200mm を超える局地的豪雨をも

たらし，同時多発的に大規模な土石流が発生し

た．その土石流は急傾斜地に立地する住宅地を

襲い，土石流災害としては過去 30 年間の日本で

最多となる死者 74 名を含む甚大な災害を発生さ

せた．広島市は 1999 年 6 月 29 日に 6.29 豪雨災

害と呼ばれる大規模な土砂災害を経験したが，

今回の被害はそれを上回った．また，河川災害

としては，8 月 20 日 4 時 20 分頃に太田川の支川

である根谷川が可部三丁目付近で溢水氾濫した．

広島市災害対策本部のまとめによれば，土砂災

害が 166 箇所（土石流 107 箇所，崖崩れ 59 箇

所）で発生した（図-1）．また，道路・橋梁，河

川堤防等の公共土木施設の被害も 1,333 件にのぼ

った（土木学会，2015）．大規模な土石流災害

に見舞われた広島市の安佐北区と安佐南区を対

象に，国土交通省が整備を進めている X-band 
MP レーダ雨量情報を使用し，地理情報システム

（GIS）を使用して，雨量解析を行い，災害の発

生地点，被害の拡大範囲などの情報を可視化す

る． 
 

２. 気象状況 

2014 年 8 月は，2 つの台風（第 11 号と第 12
号）が日本に接近・上陸したことに加えて，前

線の位置や湿った気流の影響を受け，全国で大

雨の降りやすい天候が続き，北海道から九州ま

で多くの地域で記録的な大雨が発生した. 広島県

地方では，8 月 19 日夜から 20 日明け方にかけて， 
  

 

 

 

 

 

日本海に停滞する前線に暖かく湿った空気が流

れ込んで，大気の状態が非常に不安定となり，

大雨が降りやすい状況となっていた．広島市で

は，8 月 19 日 16 時 3 分に大雨・洪水注意報，同

日 21 時 26 分に大雨・洪水警報が発表されたが，

その後 23 時 33 分に洪水警報が解除された．し

かしながら，次々と発生した積乱雲が一列に並

び，集中的に雨が降る「バックビルディング現

象」によるものと推測される局所的な豪雨が 20
日未明から続き，安佐北区においては，1 時間最

大 121mm，24 時間累積最大 287mm という観測

史上最大の集中豪雨が発生した．また，安佐南

区においても，１時間最大 87mm，24 累積最大

247mm という集中豪雨が観測された（広島市，

2015）． 
 

 
図１ 2014 年 8 月豪雨による被害状況 

 

3. 雨量情報の解析 

このように増加する集中豪雨や局所的な大雨

（豪雨）による水害や土砂災害等に対して，適

切な河川管理や防災活動等に役立てるために，

国土交通省では，局所的な雨量をほぼリアルタ

イムに観測可能な X-band MP レーダの整備を進

めている．本研究では，平成 26 年 8 月 19 日から

20 日の X-band MP レーダ雨量情報を活用し，地

理情報システム（GIS）を使用して，予測される

災害の発生地点，被害の拡大範囲を解析する．

X-band MP 雨量データと被災した場所に最も近

いアメダス観測点（図２）との降雨量の比較を
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行った.さらに，任意の時間の雨量の等しい地点

を結んだ線（等降雨量線）を電子地図・地形図

上に GIS を使用して可視化処理を行った．（図３

から図４） 
 

 
図２ アメダス観測点（広島） 

 

 
図３ X-band MP レーダ降雨量とアメダス降雨量 

観測点（三入）降雨量比較（10 分間） 
 

 
図４ X-band MP レーダ画像 H26.8.20 4:00 

 
4. おわりに 

X-band MP 降雨量データと最も降雨量の多い

時間帯（2014 年 8 月 20 日 3 時から４時迄）での

アメダス降雨量との 10 分間の降雨量の比較を行

った結果，10 分間の降雨量が 10mm 付近で、２

割程度の誤差が生じることが分かった．X-band 
MP レータ降雨量データは局所的な雨量をほぼリ

アルタイムに観測可能である. 
気象庁のアメダス（地上観測網）に対し，X-

band MP レーダは 観測可能エリアは小さいもの

の局地的な大雨についても詳細（高分解能）か

つリアルタイムでの観測が可能である．オープ

ンソースソフトウェア GIS 等を使用した，X-
band MP 降雨量データの活用事例が確立すれば，

他の予算の少ない市町村でも導入が可能となり，

市町村等の防災・災害対策に役立つものと思わ

れる． 
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